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qbasdar aatpaasb dagand daum daumsand dapbadaum nadaqand dafb dasaid
小さく傍に集まった農地のアアトプアア国は隅ではあるが家は家の国土にあった。
多い家に沿って奴連合は争ったが出入りの助けはあった。

daum aasb aasb nadaqand basb nadaqand aasb qdaum aasb nadafb dafb sad
家はアア国で、アア国は奴連合だった。ブアツ国も奴連合だったが、アア国は、
小さな家で、アア国は争わず支配は固かった。

ftdasand daqatb nadaqttk dasb aatqand aatqand aaqb aaand
良くない争いは費用が掛かり、統治の無い方向の小さな国は次々と幾らか生まれたが、
幾らかの地域は静かだった。

baattb qb daumqaid aatb qaid aadaumqb aatsb nadaqand aabqand umb
纏められた国や地域は家の僅かな手入れでも人が増えた。僅かな支援で所有家の地域
をアアツ国とした。奴連合は幾らか古かったが様々な人だった。

bfar aatsb fdasaid nadaqb basaumb
新しい土地のアアツ国は良い出入りの支援で支配がなく、指導者に従った人だった。

faasdar dar aatqaasb nadaqar aafab nadafaasb umbatsb nadaqb nadagaid sb
良く定まった農地が次々とできたアアツクアア国は無自立地だった。合流した
ナダフアア国・ウムバット国には支配がなく、遠くの支援がない国だった。

bqaatsb batqb aatqar aasaid aasand daqar aatfaasb aasb aaqazi
ブクアアト国の多くの地域に狭い土地を加えた幾らかの長老は定まり、そして、
自立地をアアトフアア国・アア国とし、活発が可能だった。

daumqdar aasand aadaum qand nadaqttsb nadaqb aatsb umaatsb aatsb aumdas
家の小さい農地は定まっていたが、幾らかの家が小さいナダクツツ国には支配が
なく、アアト国・ウムアアト国となった。アアト国は希望した出入りだった。

faasb faadar aadaum far aasb daqdaum bqdaumsb daumqttsb nadafand dar
フアア国は良い農地であり幾らかの家は良い土地であった。
アア国は自立家で、ブクダウム国とダウムクアア国は豊かではないが農地であった。

sand aaqab daqand aaqab sand bqtsb tpand daqar and umk
国土は人が離れて成立した。人が離れた国土はブクト国で、僅かな集まりであり
自立地ではあるが色々な後であった。

bqand dar aasb aatqaid daumsar bqar daumqttb umsar aatqaum
古いが農地にアア国は少し手入れをした。家が集まった土地は古い土地で
家が小さくない国の色々なボスが少し希望を持った。


